
一国家戦略調査（イスラエル） '* 一-・ 
AI技術の優位性を失う危機感から研究開発投資やインフラ整備、研究者支援に取り組んでいる

~-t: ~ 

如 じ阻号遭い「~~:
2018-19 Innovation in Israel overview (※年次報告文書）
Israel Innovation Authoritv's 2019 Innovation Report 2019年1月

1 戦略文書等の概要 l 発行主体

AI分野の専門家不足や流出を将来的な課題と捉え、 IIAによる実務分野への支援とイスラエル

高等教育審議会 (CHE)及び高等教育予算・計画委員会 (PBC)による学術分野への

支援が計画されている

イスラエル・イノベーション庁(IIA)

Trh.r  
・イスラエルはデジタル革命の初期技術で他国をリードしていたが、

現在はAI技術の優位性に後れをとりつつあると認識している

・同国は、 AI分野のハイテク産業の急成長が著しいものの、
AI分野の専門家の不足や流出を急成長を妨げるリスクとして
捉えている

・同国経済のためのAI戦略の確立には、政界、学界、産業界など
全セクターを統合して課題に対応する必要があるとしている

✓ アカデミアにおけるAI分野の研究インフラを強化し、研究
大学をAIの中核的研究拠点とする

✓ AI分野で求められる研究者を育成する

✓ 産学双方で役立つ研究開発インフラを整備する

1 施策内容
PBCが2019年に学術分野への支援予算として、次のプログラムに対して
約1億5000万シェケル（約47億円※1)の給付を承認している

・胴等孝夕育におけるデータサイTンス推淮同家プnグラム
✓ 大学におけるデータサイエンス研究センター設立を支援する

✓ 機関研究センターの活動と産業界・公的機関のネットワークを
構築する

✓ 公的機関が作成したデータベースを基盤とするデータサイエンスの
研究助成プログラムを設立する

✓ 博土課程の学生・博土研究員を対象とする奨学金を支給する

J 全産 ※1 : 2020年10月時点のレートで酎算

出典： https ://innovation is rael .o rg. ii/en/sites/default/fl les/2018-19_Innova ti on_Report. pdf 
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諸外国における国家戦略・施策に関する分析

―-各国の調査結果について、応用基礎レベルの対象範囲の検討で使用した概念図上にマッピング
することで各国の特徴や姿勢について可視化の上、分析した
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諸外国における国家戦略・施策に関する分析（米国）

「AI労働力の構築」に向けて、 AI分野を優先する方針のもと、幅広い層に対して数理・DS・AI
領域に関連する教育施策を展開している

朧

奨学金、フ坦ーシップ
連邦機関施策におけるAI分野の倍先

過小評価グループに配應した施策を使遇
図撼
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「AI労働力の構築」

AIの恩恵を全国民が享受
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CS教育の器要増加に伴う

教育リソースの不足

.-----↓＝主
学部教育における

STEM教育を改善する

取り組みに補助金

凡例：

施策のスJーブ itこ三三三こ)~且旦口

吟 ェコシステムが形成されている米国ではCS非専攻者や過小評価グループなど裾野部分をカバーする
取り組みに対して、補助金など取り組み内容を尊重した形での施策展開がなされている
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諸外国における国家戦略・施策に関する分析（英国）

今後の産業基盤を担うエキスバートレベル相当の人材育成・確保に注力している

吾

研究所と協力した

フェローシッププログラム
世界最高水準の高等教育システム

に匹敵する技術教育システムを確立

産業界（職種／業種）

人材 (Tierl)誘致

ビザ発給数、移民規則

2025年までに1,000人の

AI博土号取得者を目指したコー
“ー・・・ ・ヽ h_lT)圭凸寸

修士・博土相当の

人材育成・確保
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学俯を持たない就労者向け

教育スキームの作成

叫ラシメベル
-~----'"'f' ~r—- -------------;-----, 

産業界や教育機関から i I 
I 

スキルギャップが指摘 I 
----I 

凡例 ：

施策のスJープ 1(こ三三ヨ~旦旦口

..国力維持の観点でエキスパート相当人材の流出や産業界とのスキルギャップを課題と捉えつつ、
修土・博士相当の人材獲得や育成に対して政府自身が取り絹んでいる



諸外国における国家戦略・施策に関する分析（中国）

高度人材の早急な育成と人工知能と各学問領域との交差融合を打ち出している

人材誘致による中国の
AI人材集積地域の形Ji''

産学連携の重要性

人工知能高度人材の

早急な育成

大学レベル別に設定した人材辿

出目標のもとプログラムを展開
人工知能学院、研究院、

クロス研究センターの建設
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凡例 ：

施策のスJーブ 1(こ三三ヨ~旦口

..高度人材の誘致だけではなく、学科や教育カリキュラムを整備するなど、底上げ的なアプローチを
とっていることに加えて、他分野との融合を見据えるなど中長期的なビジョンを描いている



諸外国における国家戦略・施策に関する分析（シンガポール、イスラエル）

一 一一* 一I シンガポール ※国家AIフログラムからの分析 I ィスラエル ※IIA年涵告書から⑳析 l 
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疇のスコープ ,[iこ~こ)~こ且］

疇
高等教育内外の幅広い層に対して九］グラミングなど、

実務を重視したプログラムを展開
疇 主に研究開発投資やインフラ整備、研究者支援に注力
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諸外国における数理・DS・AI教育プログラム調査の概要

一・諸外国で展開されている数理・DS・AI教育プログラムに関して、概要を調査した

・調査項目
・概要
• 実施主体
・対象者、受講者数
・学修所要期間
・形態

陀 名符
＇一 砥4・

楓

コンピューター科学とブログラミングを理解する．グラ フ検索ア）レゴ＇）ズム、焙

1 hComtifi1Jcuial teIr ntScellienigecne ce /or 米田 化学習、檬械学習、 Alの原則、インテ＇）ジェ ントシステムの設計方法、Pylh0f1プ

ログラムでのAlの使閂方法を学ぷ

2 htific.i叫Intelligence 米田
Al、紐学盆、ロ:r-.::,-,fッタス'.,.-=-9'. ーショ ンCG!モーションの4つの学習コー

スを通じて高度な専門家、大学院レベルの基盤を提供する

Walson、Pylhon、OpenCVを快用してカスタム画像分類子の作双および訓預を

3 Applied Al 米田 行った り、 カスタマーサポー ト1'l"fャットボッ トを作成し、ワェプサイトにお泊

する等実紐なコース

Alの基本、 アプリケーション、ユースケースを遭解する.IBMのW1'lsonAlで可拒

4 Foun~tion~ol Al 米国 なこと を学ぷ．ぷ々な:Al喋境やrプ'Jケーシコンによる冥店 順を行う．コー

デ ,f/グなしでワェプサイトにチャ・-.,~;f- ・ン トを作成し、実装する

CEO、昂活情俎霙任者など窮営者の視点から、情報シ7Tム／デジタル技術の考

5 Appjy nfo1m改ionsystems in 

dig ila l~-e n由 I叫 bu~nesses
米田

え万を検討し、ビジネスのプロの視点から、 ビジネス目襟を交えるデータやシス

テムをどのように攘造化し、営壇し、活閂していくか

ビジネス成震を支えるクラウド技術の氾用方法を学ぶ

お技術がビジネスにと.(J)よ う な:~害を与えるかを瑾解し、 5らのイ／ペーション

を投違Lているオープンソースの技術と襟準、それによりm矩となる技術で昂る

6 お Stralegy for Business 
AlとloTについて学ぷ．

米田 霞客体験の匿過化、ハイパーパーソナライゼーション、妻務力宰とスケーラピ')
Le叫~s

テいの向上のために、ビジネスに運用されるなユースケースを学ぷ

おの未来に内1すてビジネスを準偏するための移行U略を構築し、 実行するための

霰初のステ，/プの頃浅を行う

寅篇室停 対象薔 畳講着畿 『. 所璽期Ill
． 『← '• 

ハーバード大学 スキ）叶霞笥を目指す藝 一
毎避7-2叫 mの学習

て5か月

コンピューターサイエン

ス王たは紗学の学士号を 毎遅8-100¥関の学溢

コ0ンピア大学
釈得し｀基本的な綬;rt、 （各コースは、10-12

大学レペルの代位、 微積 遡漏義＋試験期間1

分` プログラミ:,,グ言丑 芭で萩立）

を瑾解する老

IBM スキル構裟を目淫す者 一
毎遡5-9時閲の学習

て・8か月

IBM スキJ叶霞箕を目淫す老 一
毎遡3-6騎閃の学習

で4か月

インディアナ大学 大学快レペル
毎遅8-1困 閲の学習

て・9か月

毎遡1-2騎閃の学
lir,.』~Foば1由tion}: スキ）り構等を目指す者 一

て・3が月

疇
国家による敦冑プ

鶴了窮定の青薫1ー・ メ リ ・1 ►-- ・" -..... ヽ吟ヽF ログうムの諏'1-

妻界＇｝ーダーや一浜大学が作成した実
Harvar dX's Com pi.A.~Scienc;e for 完

eラーニング(ed刈 戯し 苔') 践的な学習プログラムの提供が受けら
Art1f ic.ial lnlelli&enc.e P『r.Jess1onal 

c~ 巾fl t, ~ 

れる
Certific凍E

C 11'1D~'-':r Clダ•ce.•tor`-
受鴻費閂 $2印 10

~rt.Jfi c~Hlltell en ce 

Mi er oMast. e1 s11 Pro g1約であり、同大．

学コンピュ ーターサイエンス修士号霰

得コース授箕の25¾に該当する.IJ士 htt ww (Jx ~re/ml 

eラー-=.:., グ(ed刈 餞し 布')
同大学(J)jJ士号取得の情そにプログラム

号敗f身のため単位三漁を行う場合は｀ cro m 8 sters le ol~m bisぇ
修了証による単位互換がm矩である

学醤同追から2年以内にコースを終える 3rt1f i c ia 1-il1 le IH en te 

こと

受項費閂 $8%40

h ti. v,vw ea~ orQ /er 

eラーニング(ed刈 紐し ;,,, Watsonを使用してAIIJ')体験やデ壬が 受講費用 $3切的 "'""""● I-
~ A.'§ で湧る 鋭スペイ―.,,語版亮＇｝ 0 0 0  -,, 

~110 s lw-.vw eox ore /or 

eラーニング(edX) 餞し ja'J 指謬陣はIBMの専門家である
受湛費閂 $17730 "'''''""●ト

＊スペイン丑版あり e巾fi 沃~lounoi,tion 

,1,; 

IJ 1者は同大学ケ＇）ースタ ールオプど

ジネスの情報技術営瑾惇士涅．程への出
h w_,m, ヽIm,

eラーニング(ed刈 餞し 布,,
顎要格が得られ、 GMAT1-たはGRE試 MicroMast el" s II Pr oi, 砂

r m紅ters/10~-
校が免除される． 大学桟に合格する 受請責閂 $1347.30 

, n lorrr't~t1 o n-sv~t~m !> 
と、移士涅和30単位のうち、9単位と

Lて窃められる

~ttos'/w岬 が ,ri!/or

指毒陣はTheLilux Foundati町切専門
ifr≪rr「9ト

eラーニ ング(ed刈 錢し 受講賃用 $35820 ertifi 濱€/11"IJxfOtJO,j積i
家である onx-5~--.trflt.e~tor-

lo 1n ss· le~Cがら

※詳細は参考資料2をご参照



諸外国における数理・DS・AI教育プログラム調査結果の概要 {1/2)

―-応用基礎レベルにも相当する要素技術など基礎的な知識を学習するプログラムを展開している
ことに加えて、米英では領域共通及び各専門領域のPBLが進められている

応用基礎レベルの輪郭に相当するだろう事項

専門領域の体験型学習やPBL

領域共通の基礎的なPBL

ビジネスやAIに関する概論的な教育やプログラミング

など体験型学習

理素技術など基礎的な知識の取得

旦匿遭遥記日墨 な

t政ial!,11也I rnl1IT t政illf1也 ~ hlt!I見l告I mID1 一一
゜

0 0 
No.2 No.7、8 No.16 

゜No.1、5、6,
12、13 ゜No.36 

゜No.3、4、6、

9、10、11、17 ゜No.26 ゜No.28、29、30、
31、32 ゜No.37 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜No.1、14 No.15 No.27 No.35 No.38 

※注表中の「一」については本調査においては確忍でさなかった



諸外国における数理・DS・AI教育プログラム調査結果の概要 {2/2)

一
• eラーニング形式による座学＋体験型のプログラムの他、企業等協力体が提供する場に

おける実践的な教育プログラムが展開されている

✓ 中国では、企業が大学に提供した研究拠点や教育用のクラウドリソースを活用した

産学連携プロジェクトが行われている【No.22、23】

✓ シンガポールでは、座学に加え実際の業界の現場を想定した実技及び実地訓練から成るプログラムを展開してい
る【No.32、33、36】

• 各教育プログラムで述べられている受講のメリット

✓ 指導陣やプログラム内容が産業界や研究機関の専門家によるものであること 【No.1、4、6】
• 大学が展開する教育プログラムにおいても業界リーダーが作成したプログラムであることをメリットとして挙げ

ている 【No.1】

✓ 実際に市場に導入されているツール等を活用した実践的な取り組みであること 【No.3】

✓ 単位として認められること 【No.2、5、12、13、14、15、19、20、21】

✓ 受講者に対して就職活動をサポートすること 【No.7、8、9、10、11、15、31、32】
• キャリア相談や面接練習など機会を提供する形での就職活動サポート【No.7、8、9、10、11、15】

• 業界に対して修了者の採用を呼び掛けているプログラムもある【No.31】

✓ プログラムの品質が国家から認められていること 【No.26、27】

✓ 仕事を続けながら受講することを可能としていること 【No.30】

;'1-C c2020 NTT OATA INSTITUTE'Of MANAGEMENTCONSULTING, lac. 26 NTT□aTa 





総論
-・ 

各国ともにAI人材の育成や獲得を重要施策としつつ、注力領域やアプローチ方法については、産業界や
教育機関からの要請に伴う形で各国の特徴がみられる

・ 政府の戦略・施策策定に当たっては、産業界を含む社会的要請が反映されている
✓ 産業界が抱える高度AI人材へのニーズに応えるべく、英国や中国では人材誘致や教育等機関設立など施策を展開している

✓ 教育機関が持つ数理・ DS・AI領域の教育リソースの不足など課題に対応する形で米国や英国では施策を展開している

・ 米英をはじめとして、応用基礎レベルに相当するプログラムが進められている

一弊社所見

・ 産業界（企業）／高等教育機関／学生の3者におけるインセンティブを考慮した認定要件の枠組み作り、並びに
認定制度の仕組みづくりが求められるところ

✓ 認定カリキュラム受講者の受け入れ先（産業界）に対するインセンティブが設計されていること
• 産業界が求める能カ ・スキルを持った修了者が輩出されていること

• 認定カリキュラム受講者を受け入れていくことで、企業の事業活動や組織に対する所謂DXが促進されることが期待できること

• 認定カリキュラム受講者との交流の場を通じて求める人物像が具体化されること又は人材獲得に繋がること

✓ 教育プログラム運営者（高等教育機関）に対するインセンティブが設計されていること
• 数理・DS・AI以外の学問領域に対する教育に伴うリソース面への配店として、複数教育主体による教育プログラムやオンライン形式でのプログラ

ム提供が受け入れられる環境を整えること

• 教育プログラムを通じて、それぞれの専門領域と数坦・DS・AI領域との融合による新たな価値が見い出せること

• 高等教育機関への助成金など金銭面的支援が受けられること

✓ 認定カリキュラム受講者（学生）に対するインセンティブが設計されていること
• 数理・DS・AI専攻以外の学生に対して、自身の学問領域にも繋がる素養であることが正しく伝わること

• 教育プログラムを受講したことに対する価値が正しく評価されること、学生自身が自身をもって受講者であることを主張できること

• 現場の手触り感を体験できる仕組みや産業界との交流を通じること、更には就職活動にもつながること

・ 産業界からの要請を踏まえつつ、我が国の認定要件の策定に向けた具体化が重要ではないか
✓ どのような人材が産業界にとって求められているのか
✓ 高等教育機関としてのユニークさを担保しつつ、何をどのように教育していくのか

~i: .c.  
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【参考】 TheAmerican AI Initiative 昌

-・ 

1. Investing in AI Research and 
Development (R&D) 

AI研究開発(R&D)に対する投資

2. Unleashing AI Resources 

AIリソースの開放

3. Setting AI Governance 
Standards 

AIガJrナンス基準の設定

4. Building the AI Workforce 

AI労働力の構築

5. International Engagement and 
Protecting our AI Advantage 

国際的な取り組みと米国のAI優位性の保護

本イニシアティブは、連邦政府機関にR&DミッションにおけるAI投資の優先を指示することで、
米国の長期的な高収益、基礎R&D重点化の維持に焦点を当てる。これらの投資により、

産業界、学界及び政府による米国独自の活気あるR&Dエコシステムを強化や活用し、国
民に直接利益をもたらす最先端のアイデアに対する連邦政府のAI支出を優先させる

本イ＝シアティブは各省庁に対して、米国のAI研究開発の専門家、研究者、産業が連邦政府のデータ、モデル、

コンピューティングリソースをより利活用できるようにすることを指示している。人々が期待する安全、セキュリティ、

市民の自由、プライバシー、機密性の保護を維持しつつ、国民の信頼を促進し、 Al R&Dの専門家に対してこ

れらのリソースの価値を高めることを目指すものである。この活動は、新たな技術的ブレーク刃レーに向けて一流

のAl研究を推進し、科学的発見、経済競争力、国家安全保障を促進する。これらの取り組みは、大統領の

Management Agenda and implementing the Open, Public, Electronic, and Necessary, 
OPEN) Governmgnt Data Actと連動するもの下

本イニシアティブの一環として、連邦政府機関は、様々 なタイプの技術や産業分野にまたがるAIの開
発と利用に向けたガイダンスを確立することで、 AIシステムに対する国民の信頼を築く。このガイダンス
は連邦規制機関が、安全で信頼できる新しし¥AI技術の創造胡采用の厄bのアカ］ーチを開発し、維
持するのに役立つ。またこのイニシアティブは、国立標準技術研究所(NIST)に対して、信頼性、堅
牢性、伝頼1・生安全1・生、ポータブル性、相互運用性のあ払Iシステムのた欧坊廊J]な技術標準の
開発の主導を求める

AIの新時代の適応と成功に必要なスキルを備えた労働力を育成するために、本イニシア
ティブは、アプレンティス、スキルプログラム、フェローシップ、コンピュータサイエンス等の成長する
STEM分野の教育を通じて、米国の労働者がAI関連のスキルを身につける支援を目的とし
て、各機関にフェローシップや訓練プログラムの優先を求める。この活動は新しいAI技術を創

造し、受け入れるために国家が必要とするAIR&D人材の教育に役立つ

トランプ政権は、 AIR&Dを支援し、米国のAI産業に市場を開く国際的な環境を促進しな
がら、米国の価値観や利益に合致した形で技術が開発されることを確保することを表明す

る。また連邦政府機関は、戦略的な競争相手や海外の敵対者から米国の国家的・経済
的安全保障上の利益に重要となるAIや技術における米国の優位性を守るためのアクション

プラン策定し、実施する

出典： https ://www.whitehouse.gov/a rticles/accelerati ng-a m eri cas-1 eadershi p-i n-a rti ficia 1-i ntell igence/ 
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